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★お買い上げありがとうございます。 
ご使用になる前に必ずこの取扱説明書をお読みください。 

 

 
 



 

ＥＤＢ－Ｔ シリーズ 

同梱部品内容 
 

 
 

 
 
 

EDB2.5-20T・EDB2.5-30T 用 
 

 
 

EDB4-60T・EDB4-130T・EDB6-230T 用 
 

   部品名 

型式 
ツイン 

ブラスター ボルト スプリング 

ワッシャ ナット バンド ロッカク 

ニップル エルボ 

EDB2.5-20T １ － ２ ２ １ ４ ２ 

EDB2.5-30T １ － ２ ２ １ ４ ２ 

EDB4-60T １ ２ ２ ２ ２ ４ ２ 

EDB4-130T １ ２ ２ ２ ２ ４ ２ 

EDB6-230T １ ２ ２ ２ ２ ４ ２ 

※上記、同梱部品がすべて揃っているかお確かめください。 

※お客様が特注仕様品をご注文の際は、同梱部品の内容が異なることがあります。 

ツインブラスター 

ナット スプリング 

ワッシャ 

バンド ロッカク 

ニップル 

エルボ 

ナット バンド ロッカク 

ニップル 

エルボ 
ボルト スプリング 

ワッシャ 
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☆ 安 全 情 報 
 
☆ この製品はタンクに注入された圧縮空気を噴射し、ホッパー、シュートなどに発生した付

着や目詰りを除去するためのブラスターです。付着や目詰りを除去する目的以外では使用

しないでください。 
 
☆ 製品の安全性については十分に配慮していますが、この説明書の危険、警告、注意をよく

お読みいただき正しくお使いください。 
 
☆ 下記の表示は万一にも他人や自分に障害や損害を与えることのないように、この製品を使

用していただくための危険表示・警告表示・注意表示です。 
 

 
危 険 
(DANGER) 

【危険】は、死亡または重傷を負う可能性のある切迫した

危険な状況を示す表示 

 

警 告 
(WARNING) 

【警告】は、死亡または重傷を負う可能性のある危険な状

況を示す表示 

 

注 意 
(CAUTION) 

【注意】は、軽傷または中程度の障害を負う可能性のある

危険な状況を示す表示 
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 警 告 
（死亡事故を受けないために） 

 
 この製品は重量物です。取り付ける場合は取り付け面とブラスターのフランジ面を、しっ

かりと固定してください。取り付けが不十分だと落下する恐れがあります。 
 

 この製品のアイボルトにターンバックルやワイヤーロープなどを掛けて、落下を防止して

ください。 
 
 

 注 意 
（障害や損害を受けないために） 

 
 試験噴射する場合は、噴射口の前やブラスターの後方には近づかないでください。爆風に

より思わぬけがをする恐れがあります。 
 

 取り付けが不十分な状態では噴射させないでください。取り付け部が破損して落下する恐

れがあります。 
 

 エアーを充満させた状態で取りはずしや分解は行わないでください。突然噴射して思わぬ

けがをする恐れがあります。 
タンクに付属のニードルバルブを開いて、タンク内に残圧がない状態にしてください。

（圧力ゲージで確認してください） 
 

 噴射する場合は爆発音がします。 
聴覚保護具を着用してください。 

 
 
 
 
 

聴覚保護具着用 
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〇 ま え が き 
 
このたびはブラスターシリーズのダイレクトブラスター ＥＤＢ－Ｔ型をお買い上げいただき

ありがとうございます。 
 
ご使用になる前に必ずこの取扱説明書をお読みください。 
 
この製品の性能を十分に理解して適切な取り扱いと点検整備を行い、いつまでも安全に効率よ

く使用されるようお願いいたします。なお、この取扱説明書はお手元に大切に保管してくださ

い。 
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〇 安 全 
 

 注 意 
（作業上身を守るために） 

 
○ 本体の取り付け作業をする場合は安全帽・安全手袋・安全靴および墜落制止用器具を着け

て、安全な装備で行ってください。 
 
 

 
 
 

 
 安全帽着用 安全手袋着用 安全靴着用 墜落制止用器具着用 
 

 この製品は重量物です。運搬する場合は、ロープなどを掛けクレーンで行ってください。 
 

 噴射する場合は爆発音がします。 
聴覚保護具を着用してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

聴覚保護具着用 
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 注 意 
（末永く使用していただくために） 

 
○ 配管材には異物・切り粉・バリの付着がないことを確認してから配管を行ってください。 
○ フラッシングは０．３ＭＰａ以上の空気圧を吹き付けて、配管内の異物・切り粉・バリを

掃除してください。 
○ ５μｍ以下のエアーフィルタを通したエアーを使用してください。配管内の水分・粉じん

など動作不良や漏れの原因となる恐れがあります。 
○ 方向性のあるエアー機器を使用する場合は、流体の流れ方向のＩＮ側と製品に表示してあ

るＩＮポートを合わせるように配管を行ってください。 
○ シール材の使用については配管内に入り込まないよう充分注意するとともに、外部への漏

れがないようにしてください。ねじ部にシールテープを巻く場合は、ねじの先端を２～３

山残して巻き付けてください。液状シール材を使用するときも、ねじの先端を２～３山残

して多すぎないよう塗布してください。機器のめねじ側へは塗布しないでください。 
○ 寒冷地で使用の際、適切な凍結対策をしてください。（エアーが凍結しないこと） 
○ 腐食性ガスの雰囲気や爆発性ガスの雰囲気では使用しないでください。 
○ バルブなどを足場にしたり重量物を乗せたりしないでください。 
○ 配管時の締付トルクは下表を参考にしてください。 
 

＜本体材質がアルミの場合＞     ＜本体材質がアルミ以外の金属の場合＞ 

配管の呼び径 
締付トルクの推奨値 

（Ｎ・ｍ） 
配管の呼び径 

締付トルクの推奨値 
（Ｎ・ｍ） 

Ｒｃ１／８ ７～９ Ｒｃ１／８ １８～２０ 
Ｒｃ１／４ １２～１４ Ｒｃ１／４ ２３～２５ 
Ｒｃ３／８ ２２～２４ Ｒｃ３／８ ３１～３３ 
Ｒｃ１／２ ２８～３０ Ｒｃ１／２ ４１～４３ 
Ｒｃ３／４ ３１～３３ Ｒｃ３／４ ６２～６５ 
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〇 各部の名称 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜ピストンアッセン＞ 

 
＊は、オプション部品です。 

アイボルト 

タンク 

＊ノズル 

＊タンク固定金具 

バルブケース 

バルブキャップ 

バルブケース 

ピストンアッセン 

緩衝パッキン 

Ｏリング 

傘形バルブ 

ネームプレート 

バルブカバー 

圧力計 
＊チェックバルブ 

＊ターンバックル 

＊電磁弁 

シールリング 

Ｘリング 

サラボルト 

バンド 

ニードルバルブ 
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ＥＤＢ２．５－２０Ｔ 

ＥＤＢ２．５－３０Ｔ 

ＥＤＢ４－６０Ｔ 

ＥＤＢ４－１３０Ｔ 

ＥＤＢ６－２３０Ｔ 

ダイレクトブラスター 

〇 システム構成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

チェックバルブ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
エアー源 

フィルタ 
レギュレータ 

クリーン エアー 

１００Ｖ・２００Ｖ 

商用電源 

自動 
三方電磁弁 

手動 
三方弁 

操 作 盤 

ＢＣＡ・ＢＣＭ 
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〇 設 置 
 

○ あらゆる構造のホッパー、シュートに取り付けることが可能です。粉粒体の閉塞状態に合

わせて、ブラスターの機種／台数／取り付け位置を決めてください。 
 

 同一のエアー供給源に複数台のブラスターを設置する場合は、充填したエアー

の逆流防止、またエアレーションなどを併用する場合は、一次側減圧による誤

噴射の防止のためにエアー分岐点と個々の電磁弁の間に必ずチェックバルブ

を設置してください。 

なお、エアレーションなどと併用の際は、噴射後（ピストン閉止前）ノズルか

らのワークの侵入を防ぐため、急速充填に十分なエアー量を確保し０.５秒以

内に充填が開始できるように設置してください。 

 補強板を取り付ける場合は、全周溶接またはボルトにて完全に固定してくださ

い。溶接棒はＪＩＳ Ｚ３２１１ Ｅ４３１９（神戸製鋼Ｂ－１７以上）相当

品を使用してください。 

 粉粒体の逆流は故障の原因になります。ノズルの噴射口が下向きになるよう取

り付けてください。また本体を横向きに取り付ける場合には、ノズルの噴射口

の水平線より本体中心が上になるように取り付けてください。 

※ １６ページ「据付参考図」を参照してください。 

 自作のノズルをご使用の際は、吐出口まで流路断面を絞らないようにしてくだ

さい。また、屈曲部はできるだけ少なくしてください。（二箇所以下を推奨）

流路断面を絞ったり、屈曲部を増やしたりすると噴射時の抵抗となりバルブ廻

りの衝撃が増し破損の原因となります。 

 
■タンク固定金具寸法 
 

等辺山形鋼（Ｌ６５×Ｌ６５×ｔ６） 
 単位：［ｍｍ］ 

型式 Ａ Ｂ φｄ 

EDB2.5-20T 235 305 14 

EDB2.5-30T 290 360 18 

 
フラットバー 

EDB4-60T 

右図フラットバーを使用 EDB4-130T 

EDB6-230T 

※ ノズル長さに合せて切断長さを決めて 
ください。 
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■ノズル・タンク固定金具の取り付け 
 
※ ＥＤＢ２．５型は等辺山形鋼、ＥＤＢ４／６型はフラットバーを使用 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ 取り付け寸法表（図－１のブラスター取付図のＸ，Ｙ，Ｚ寸法の参考値です。） 
表－１ 取り付け寸法表 単位：［ｍｍ］ 

型 式 Ｘ Ｙ Ｙ１ Ｚ 
補強板 

幅×高×厚 

ＥＤＢ２.５－２０Ｔ １７３ ６６０ １４６０ 
φ８０ ２５０×２５０×４.５ 

ＥＤＢ２.５－３０Ｔ １９９ ６６０ １４５０ 

ＥＤＢ４－６０Ｔ ２４０ ８７０ １９３０ 
φ１２０ ４００×４００×６ 

ＥＤＢ４－１３０Ｔ ３１５ ９００ １９８０ 

ＥＤＢ６－２３０Ｔ ３６０ １２３０ ２７２０ φ１７０ ６００×６００×６ 

※ ＥＤＢ４／６型のＸ寸法は最短長さです。ノズルの長さによってＸ寸法は変わりますので、

ノズルの長さに合わせてＸ寸法を決めてください。 
 

 
 

図－１ 

Ｘ Ｙ
 

Ｙ
１

 

タンク固定金具 (オプション) 

（等辺山形鋼）ＥＤＢ２．５ 

（フラットバー）ＥＤＢ４／６ 
補強板 

（オプション） 

Ｚ 

ターンバックル 

（オプション） 

バンド 

（付属品） 
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■設置手順（９ページ「ノズル・タンク固定金具の取り付け」を参考にしてください。） 
 
1. 置部の壁面に表－１のＺ寸法を参考に穴を開けます。 

※ 設置部の板厚が３.２mm 以下のときや取り付け穴

とノズルの隙間が開き過ぎたときには、補強板を

設けてください。 
 
 
 
 
2. 開けた穴にあらかじめ、表－１のＸ寸法に合わせて、 
 ノズルを差し込み仮溶接をします。 

※ 粉粒体の逆流を防止するため、ノズルの噴射口は 
下向きに取り付けてください。 

 
 
 
 
 
 
3. ブラスターをノズルのフランジに仮固定します。 
 
 
 
 
 
4. タンク固定金具の取り付け位置を表－１のＹ寸法

を参考に仮溶接します。 
 
 
 
 

  

等辺山形鋼 
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5. ブラスターとノズルのフランジ部をボルトで 
  しっかり固定します。 
 
 
 
 
6. 壁面とノズルの取り付け部を全周溶接します。 
 
 
 
 
 
7. 反対側も１～６の同じ要領で行います。 

 
8. 壁面とタンク固定金具を本溶接します。 
 
 
 
 
 
9. バンドでタンクをしっかり固定します。 
 
10. 固定金具または吊り金具を壁面に固定して、ターンバックルを使用してタンクのアイボル

トに掛けます。 
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■三方電磁弁／手動三方弁の接続方法 
 （三方電磁弁ＶＳ３１３５－０４ ＷＴＢＰ、手動三方弁はオプション商品です。） 
 
■三方電磁弁 

 電磁弁は直立の姿勢になるように取り付けてください。ブラスターを横向きに

取り付ける場合は、付属のエルボと六角ニップルを使用して取り付けしてくだ

さい。ツインバルブでの使用は電磁弁が２個必要となります。 
 

縦取り付け時 横取り付け時 

 
 
 
 
 
 
 
 

 電磁弁のキャップが緩んでいないか定期的に確認してください。 

緩んでいる場合は、しっかりと締め直してください。 

 
 
 
 
 

 複雑なノズル形状や設置条件によっては、噴射時に電磁弁が激しく振動するこ

とがあります。そのような場合は電磁弁とブラスターの間を可とう性ホースで

接続し、電磁弁に振動が伝わらないようにしてください。ホースの長さは２ｍ

以内で使用してください。 

ホースはホースアッセンＨＤＢまたはナイロンチューブφ１０の使用をおす

すめします。 

緩衝取り付け 

 
 
 
 
 
 
 
 

可とうホース 
（２ｍ以内） 

六角ニップル 

エルボ 

キャップ 
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 電磁弁の動作を円滑にするためフィルターレギュレータを使用してください。 

 
 電磁弁に異物が混入すると動作不良の原因となりますので、接続前に必ず配管

内のフラッシングを行ってください。 

 

 各接続部はシールテープを巻いてエアーが漏れないようにしてください。 

 

 排気口から塵埃・雨水の混入が考えられる場所では、電磁弁が動作不良を起こ

す恐れがあるため、長ニップル（１００ｍｍ）とエルボを取り付けて混入を防

止してください。 

 

 配管サイズ Ｒｃ１／２の推奨締付トルクは、２８～３０Ｎ･ｍです。 

 
 
○ 操作盤の電圧と電磁弁の使用電圧を確認の上、次の要領で接続してください。 

また電磁弁はノーマルオープンで使用してください。 
 
1. 本体から六角ニップル→エルボ→六角 

ニップルと接続した後、電磁弁の“Ａ” 
に接続する。 
 

2. 電磁弁の“Ｅ”にエアー源からの配管を 
接続する。電磁弁の前にチェックバルブ 
を設置することをおすすめします。 

 
 
 
 
 
 
 
 

＜三方電磁弁＞ 

エアー側 

Ｅ(ＥＸ) ブラスター側 

Ａ(ＣＹＬ) 
Ｐ(ＳＵＲ) 

排気側 
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■手動三方弁 

 手動三方弁での使用はすばやい切り替え（０．５秒以内）が必要になります。

切り替えをすばやく行わないとブラスターの動作不良に繋がります。 

確実なブラスター操作のためには、別売のブラスター専用操作盤または三方電

磁弁の使用をおすすめします。 

 

 手動三方弁での使用はブラスターのタンクに圧縮空気が充填された後、三方弁

を操作して可とうチューブ内の圧縮空気を排気すると、ブラスターが作動しま

す。 

ブラスターに圧縮空気が供給されない状態では、ノズルからブラスター内に粉

粒体などが逆流する恐れがありますので、ブラスター動作後は手動弁を吸気状

態に必ず戻してください。（０．５秒以内） 

 

 本体から手動三方弁までのホース長さは、２ｍ以内で使用してください。 

ホースはナイロンチューブφ１０の使用をおすすめします。 

三方弁はＲｃ１／２以上のものを使用してください。配管はノーマルオープン

となるように接続してください。 

 

 異物の混入を防止するために手動三方弁の前にフィルターレギュレータを使

用してください。 

 

 各接続部は、シールテープを巻いてエアーが漏れないようにしてください。 

 
 

 
 

可とうホース 
（２ｍ以内） 

手動三方弁 
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■排気弁設置例 

●電動式                ●手動式 
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〇 選定基準 
 

■ブラスター選定使用台数表      （台） 

型式 条件 
サイロ寸法 

1M 1.5M 3M 4.5M 6M 8.5M 10M 12M 

EDB2.5-20 
悪 １ ３ ６ － － － － － 

良 １ ２ ４ － － － － － 

EDB2.5-30 
悪 １ ３ ５ ８ － － － － 

良 １ ２ ３ ５ － － － － 

EDB4-60 
悪 － ３ ４ ６ １０ １２ － － 

良 － ２ ３ ４ ５ ６ － － 

EDB4-130 
悪 － ２ ４ ６ ８ １０ １１ １２ 

良 － １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

EDB6-230 
悪 － － ２ ４ ６ ８ ９ １０ 

良 － － １ ２ ３ ４ ５ ６ 

※ 各機種のツインブラスターは上記の半分の台数で使用できます。 
※ ブラスターは貯蔵物の付着や詰まりの状況によって、取り付け台数が異なります。 

詳細については当社へお問い合わせください。 
 

■サイロ寸法の計算方法 

1） 丸形および正方形サイロの場合、対角

線の長さＡ 

 

 

2） 長方形サイロの場合。 

ア）ｂの長さがａの長さの１／３未満なら

ば、ｂを無視してＡ＋Ｂ 

 

 

 

イ）ｂの長さがａの長さの１／３以上なら

ば、２Ａ＋Ｃ 

 

■悪条件とは 
1） 重量に関係なく粘着する粉粒体。 
2） 付着性の強い粉粒体。 
3） 天候に左右されやすく、特に水分、温度差による経時変化が大きな粉粒体。 
4） 長期貯蔵のため固着しつつある粉粒体。 
5） ホッパー角度４５°以下のものや排出口が狭い構造のもの。 
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〇 据付参考図 
 
 

ＬＢ型特殊ノズル チェックバルブ  
 
 
ノズルの噴射口より 

バルブの中心が上に 

なるように取り付ける 

 
 鋼板製 

 
 
 
 
 
 

ＬＢ型ノズル 

チェックバルブ 

 
鋼  板  製 

（ＬＢ型ノズル使用で縦向取り付け例） 

 
バルブキャップが上になるように取り付ける。 

鋼板製 チェックバルブ チェックバルブ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノズルの噴射口よりタンクの中心が上になるように取り付ける。 

鋼  板  製 

（ＬＡ型ノズル使用で横向取り付け例） 
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〇 設置後の確認事項 
 

 試験噴射する場合は、噴射口の前やブラスターの後方には近づかないでくださ

い。爆風により思わぬけがをする恐れがあります。 
 
1. 電磁弁、チェックバルブ、付属機器の接続は正しいか？ 

 
2. ノズル、補強板などの溶接部は確実に固定されているか？ 

 
3. 落下防止用のバンド、アイボルト、ターンバックルなどの取り付け（締め付け）は確実か？ 

 
4. 操作盤を使用する場合、手動、自動（外部信号）で正常に動作するか？ 

 
5. ブラスターの動作は正常か？ 

 
6. 取り付けボルトの締め付け、配管の接続は確実か？ 

※ 供給エアーのバルブを開放してエアー漏れをチェックすると同時にブラスターのタン

クにエアーを充填します。 
※ 動作確認はエアー圧力０．３ＭＰａで行ってください。 
 

7. 常用使用圧力までエアーを充填してエアー漏れはないか？ 
 

8. 噴射時に電磁弁が激しく振動していないか？ 
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〇 運転時の注意事項 
 
1. 粉粒体の逆流を防ぐため噴射後は三方弁を切り換え、常にタンク内にエアーを充満させて

ください。また、自動操作にて使用する場合は、噴射後０．５秒以内に電磁弁の切り換え

が行われるようにタイマーにて制御してください。 
手動三方弁のときも切り換え操作は０．５秒以内に行ってください。 
 

2. 空気圧が低くならないようにしてください。噴射力が低下します。 
 
■エアー供給を停止する場合 

 ブラスター本体へのエアー供給停止後、直ぐに付属のニードルバルブを開いて

タンク内に残圧がない状態（ピストンが下がった状態）にしてください。 

粉粒体の逆流防止のためです。下図を参考にしてください。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ピストンが上がった状態 ピストンが下がった状態 

ピストン 
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〇 消耗部品の交換時期 
 
○ 消耗部品の交換は次の項目を参考にして確実に行ってください。 

消耗部品 視覚・聴覚による交換時期の判断 交換時期（目安） 
傘形バルブ 噴射力の低下       （視覚・聴覚） 発見次第 
Ｏリング   噴射力の低下       （視覚・聴覚） 発見次第 
緩衝パッキン   噴射力の低下       （視覚・聴覚） 発見次第 
シールリング 噴射力の低下       （視覚・聴覚） ３０万回 
Ｘリング 噴射力の低下       （視覚・聴覚） ３０万回 
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■消耗部品の交換方法 

１）２本のエアーチューブをプッシュワン継手からはずします。 
２）バルブキャップを固定しているボルトＡを緩めます。 
３）バルブキャップがはずれて傘型バルブとＯリングを交換することができます。 
４）バルブカバーを固定しているボルトＢを緩めます。 
５）バルブカバーをはずして緩衝パッキンを交換してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６）はずしたボルトＢをピストンアッセンにねじ込み、引き抜きます。 
７）ピストンアッセンのサラボルトを緩めると固定板がはずれますので、シールリングを交換

してください。 
※ サラボルトを緩めるときは、ピストン本体のスパナ掛りをスパナや万力で固定してく

ださい。 
※ 組立時にサラボルトをねじ込むときは、ねじ部に接着材（ロックタイト２４１相当品）

を塗布してください。締付トルクは下表を参照してください。 
８）Ｘリング交換時は、ピストン表面の古いグリスをふき取り、新しいグリス（＊協同油脂ユ

ニルーブＮｏ.１相当品）をＸリング表面を中心にしてピストン外周に多めに塗布してくだ

さい。 ＊塗布量は下表を参照ください。 
 
 
 
 
 
 

機種 
サラボルト グリス 

塗布量 サイズ 六角レンチサイズ 締付けトルク 
ＥＤＢ２．５－Ｔ Ｍ１２×２５ ８ｍｍ ３１Ｎ・ｍ １０ｇ 
ＥＤＢ４－Ｔ Ｍ１６×３５ １０ｍｍ ７７Ｎ・ｍ １５ｇ 
ＥＤＢ６－Ｔ Ｍ２０×４５ １２ｍｍ １５０Ｎ・ｍ ５０ｇ 

ボルトＡ 

エアーチューブ 

プッシュワン継手 

傘型バルブ 

Ｏリング 

緩衝パッキン 

ボルトＢ 

バルブキャップ 

バルブカバー 

シールリング 
ピストン 

サラボルト 

固定板 Ｘリング 

ボルトＢ 
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〇 点 検 
 
○ この製品は定期的に必ず次の項目を点検してください。使用中のトラブルをできるだけ少

なくするためです。 
 
1. バルブ本体に亀裂・損傷はないか？ 
 
2. ピストン周りの摩耗・破損などないか？ 
 
3. バンド・ボルトなどの緩みはないか？ 
 
4. 溶接部に亀裂、腐食などないか？ 
 
5. バルブ内に粉粒体が逆流してないか？ 
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〇 故障診断 

 
症 状 原 因 処 置 

空気が 
充填されない 

給気側のバルブが閉じている バルブの開放 
三方電磁弁の動作不良 点検修理または交換 
パッキン類の劣化によるエアー漏れ パッキン類の交換 
異物混入による動作不良 異物除去および清掃 

チェックバルブの方向が逆 
チェックバルブの 
方向転換 

シールリングの接触不良によるエアー漏れ 点検および交換 
傘形バルブ不良 点検および交換 
バルブキャップとチェック間の配管不良 点検および交換 

圧縮空気が 
噴射されない 

チェックバルブが電磁弁とブラスターの間にある 取り付け位置の変更 
三方電磁弁の動作不良 修理または交換 
Ｏリング不良によるエアー漏れ 点検または交換 
異物混入による傘形バルブおよびピストンの動作不良 異物除去および清掃 

※ 修理やオーバーホールをする場合は最寄りの支店・営業所にお申し付けください。 
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〇 仕様・製品寸法 
 

■ 仕様 

型式 

吐出 

口径 

タンク 

容量 

タンク  

最高使用

圧力 

使用圧力 
使用 

気体 
防錆方法 質量 

(in) (Ｌ) (MPa) (MPa)   内面 外面 (kg) 

EDB2.5-20T 
2.5 

20 

0.97 0.3 - 0.7 

圧縮空気

又は   

窒素ガス 

エポキシ

樹脂塗装 

エポキシ

樹脂塗装 

57 

EDB2.5-30T 30 58 

EDB4-60T 
4 

60 114 

EDB4-130T 130 134 

EDB6-230T 6 230 231 

 

■ 空気吐出量 単位：［L］ 

型式 
空気圧力（ＭＰａ） 

0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 

EDB2.5-20T 60 80 100 120 140 

EDB2.5-30T 90 120 150 180 210 

EDB4-60T 180 240 300 360 420 

EDB4-130T 390 520 650 780 910 

EDB6-230T 690 920 1,150 1,380 1,610 

※ ブラスターの１回ごとの吐出空気量です。注入する空気圧によって、吐出量は変化します。 
 
 

■ 必要エアー量の計算方法 

Ｖ＝｛Ｖｏ×（０.１＋Ｐ）×１０｝／Ｍ 
  Ｖ  ：必要エアー量（Ｌ／ｍｉｎ(ＡＮＲ)） 

  Ｖｏ：ブラスター総タンク容量（Ｌ） 
  Ｐ  ：使用圧力（ＭＰａ） 
  Ｍ  ：動作サイクル（ｍｉｎ） 
（例）ＥＤＢ２.５－３０Ｔ型６台を使用圧力０.７ＭＰａで、５分間隔で使用の場合 
  Ｖ＝｛３０×６×（０.１+０.７）×１０｝／５＝２８８（Ｌ／ｍｉｎ(ＡＮＲ)） 
 （２.２ｋＷのコンプレッサーで、十分使用できます。） 
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■ 製品寸法表 単位：［ｍｍ］ 

型式 
吐出口径 全長 幅 タンク径 給気口 

ｱｲﾎﾞﾙﾄ 
Ａ Ｂ Ｆ Ｌ Ｗ１ Ｗ２ φＤ Ｅ Ｇ 

EDB2.5-20T 
65A 140 4-M16 

1161 (390) (500) 216 615 

15A 

（1/2B） 

M12 
EDB2.5-30T 1152 (417) (527) 267 494 

EDB4-60T 
100A 175 8-M16 

1590 (494) (604) 319 712 
M16 

EDB4-130T 1641 (566) (676) 462 685 

EDB6-230T 150A 240 8-M20 2155 (664) (774) 512 1011 M20 

 
 
■ 製品寸法図 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

Ｂ
 

Ａ 

Ｗ
1
  

Ｗ
２
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Ａ 

Ｅ 

Ｌ 

アイボルト 

Ｆ (ボルト数×サイズ) Ｆ (ボルト数×サイズ) 

Ｇ Ｇ 

Ｂ
 

取付フランジ規格 

ＪＩＳ １０Ｋ 
取付フランジ規格 

ＪＩＳ １０Ｋ 
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